
報告第５３号 

 

令和６年度「東広島市立小中学校における生徒指導上の諸課題」の現状について 

 

１「暴力行為」の発生件数について 
 

  

・令和６年度の本市の暴力行為の発生件数は、前年度と比較すると、小学校は約１３％増加、中学校

は約１２９％増と大きく増加している。 

 

２「いじめ」の認知件数について 

 

   

・令和６年度の本市のいじめの認知件数は、前年度と比較すると、小学校は約４３％増、中学校は約

４４％増で、ともに増加している。 

 

３「不登校」の児童生徒数について 

   

  

・令和６年度の本市の不登校児童生徒数は、前年度と比較すると、小学校は約８％増加し、中学校は

約４％減少している。 

・不登校児童生徒のうち、専門的な相談・指導等を受けていない割合は、市４１.０％（Ｒ５：４９.

４％）、国３８.３％（Ｒ５：３８.８％）であり、このうち、教職員から継続的な相談・指導を受け

た割合は、市９７.３％（Ｒ５：９６.４％）、国８９.０％（Ｒ５：８９.１％）であった。 

 小学校 中学校 

Ｒ３ １０５ ２０２ 

Ｒ４ 
１６３ 
（８３） 

２８３ 
（１７２）

Ｒ５ 
２７１ 

（１３２）
３５４ 

（２４９）

Ｒ６ 
２９３ 

（１７５）
３４１ 

（２１６）

Ｒ７ （１５７）（２２９）

※（ ）内は１０月末の数値 

 小学校 中学校 

Ｒ３ ９０ ４４ 

Ｒ４ 
１１９ 
（６９） 

４５ 
（２９） 

Ｒ５ 
１０５ 
（５７） 

５１ 
（３３） 

Ｒ６ 
１１９ 
（６０） 

１１７ 
（７４） 

Ｒ７ （１０３） （６１） 

※（ ）内は１０月末の数値 

 小学校 中学校 

Ｒ３ ７８ ５３ 

Ｒ４ 
８２ 

（５５） 
５７ 

（２９） 

Ｒ５ 
１０１ 
（６０） 

６４ 
（４１） 

Ｒ６ 
１４４ 
（７８） 

９２ 
（６４） 

Ｒ７ （８８） （３９） 

※（ ）内は１０月末の数値 

【小学校/1,000 人あたりの不登校児童数】  【中学校/1,000 人あたりの不登校生徒数】 【本市の不登校児童生徒数】 

 

【小学校/1,000 人あたりの発生件数】  【中学校/1,000 人あたりの発生件数】  【本市の暴力行為発生件数】 

 

【小学校/1,000 人あたりの認知件数】  【中学校/1,000 人あたりの認知件数】   【本市のいじめの認知件数】 

 


